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１．事業名 

宮若市高齢者大学（若生学級） 

 

２．事業の目的 

高齢者に組織的な学習の場や社会的活動へ参加する機会を提供するとともに、高齢者

が生きがいのある充実した生活を送れるようにすることを目標とする。 

 

３．事業の主体 

  宮若市中央公民館が行う生涯学習事業 

（高齢者大学）として実施している（図１）。 

 

４．連携・協力機関・団体等 

  宮若市老人クラブ連合会 若宮支部若生会 

 

５．事業予算 

  学習内容によっては講師謝礼金が発生する

ものもあるため、高齢者講座の教養講師謝礼 

金として予算化している。 

 

６．実施に至る経緯 

  旧若宮町時代に、地域ごとの老人クラブの呼称が不揃いであったものを、昭和３９年

に、各地域の地区名を頭に入れ、〇〇若生会という呼称に統一し整理された際に、長寿

社会をどう生きるか、若生会の活動への期待は大きいものがあった。 

  この中で、若生会の自主的な活動として若生学級が開設され、毎年、５月から翌年の

３月まで、月１回の学習会が開催されてきた。その流れを継承し、現在は、宮若市高齢

者大学の一環として実施されている。 

 

７．プログラム作成の視点 

  公民館担当者とともに、若生会の方々の意見を聞き、毎年様々な講座を実施している。

毎月の若生学級の会場準備・受付は担当地区を決めて参加者が交替で行っており、司会

進行は若生会の役員が行っている。 

宮若市高齢者大学

宮若市教育委員会

図１　事業の実施主体

さわやか講座（宮田会場） 若生学級（若宮会場）

各地区若生会

宮若市中央公民館（本館・分館）



８．事業の内容 

（１）若生学級学習結果 

    （令和６年５月～令和７年３月） 

学級日 学習内容 講師 人数 

５月１５日 開級式 宮若市公式 LINEについて 宮若市役所担当 ６０ 

６月１９日 命を守る水 見直そう！水分補給 （株）明治 管理栄養士 ６８ 

７月１７日 脳トレ体操でリフレッシュ 健康福祉運動指導者 ５９ 

８月２１日 和太鼓 体験教室 篠笛奏者 ５９ 

９月１８日 宮若市の中世山城のお話 市役所社会教育課 ６６ 

１０月１６日 フレイル予防でいきいき健康寿命 宮若いきいき 

スポーツクラブ 

６０ 

１１月２０日 若生会 校外学習 柳川市 ４０ 

１２月１８日 音とお話で クリスマスを楽しもう アイリッシュ系 

音楽ユニット 

６０ 

１月１５日 防災と防犯のお話 防災士 ４７ 

２月１９日 色彩心理 カラーアートセラピー カラーコンサルタント ６２ 

３月１９日 閉級式 唱歌クラブ学習発表会 事務局 ５３ 

 

（２）若生学級学習計画 

    （令和７年５月～令和８年３月） 

学級日 学習内容 講師 人数 

５月２１日 開級式 マイナンバーと健康保険 事務局 ６１ 

６月１８日 健やかに老いる 認知症介護指導者 ６７ 

７月１６日 脳トレ体操でリフレッシュ 健康福祉運動指導者 ５８ 

８月２０日 クレヨンで書く絵手紙 花火 日本絵手紙公認講師 ４７ 

９月１７日 いつまでもあるけるように フット

ケア教室 

看護師 ５５ 

１０月１５日 頻尿・尿漏れ予防体操 宮若いきいき 

スポーツクラブ 

６２ 

１１月１９日 若生会 校外学習 八女市 ４３ 

１２月１７日 みんなで楽しいクリスマス ピアノ講師  

１月２１日 クレヨンで書く絵手紙 日本絵手紙公認講師  

２月１８日 みること・きくこと・はなすこと で

心はいやされる 

メンタルケア協会 

指導精神対話士 

 

３月１８日 閉級式 唱歌クラブ学習発表会 事務局  

 

 

 

 



９．事業の成果 

 〇地元の歴史や文化財について学ぶことがで 

き、地域への関心と理解が深まり、地域文化の 

魅力を再認識する機会となった。 

 〇体を動かす講座は、心身の健康維持や生きが 

  いづくりにもつながっている。 

 〇多くの受講生が継続して参加し、受講生同士 

の交流が深まる中、あたたかな雰囲気の中で 

学びが進み、学習意欲の向上につながった。 

 

10．今後の課題 

 〇アンケートでは脳トレや体を動かす講座を希 

望する声が多く寄せられた。 

  毎年体操の講座を行っているが、同じ講師が 

 続いているため、今後は新しい講師を探す必 

要がある。その中で『来年度は講師をしても 

いい』と声を上げてくださる受講生もおられ、 

こうした方々と一緒に地域で教え合える体制 

づくりを進めていきたい。 

 〇来年度からは役員の方にも講師や学習内容の 

検討にも参加していただき、より多くの人が 

関わる学びの場づくりを目指していきたい。 

 

 

 

 
問合せ先 

 〒８２３－００１１  宮若市宮田７２番地１ 

宮若市中央公民館 

TEL ０９４９－３２－０１２３ FAX ０９４９－３２－０２２１ 

E-mail：sports@city.miyawaka.lg.jp 
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